
鹿行保健医療圏
地域・職域連携推進協議会及び

専門部会の方針について

潮来保健所 健康増進課
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事例１：大分県北部地域

令和５年度厚生労働科学研究班 地域・職域連携推進研究班ワークショップ資料より抜粋



事例２：宮崎県日向入郷地域

令和５年度地域・職域連携推進関係者会議資料より抜粋



禁煙週間（５月31日～６月６日）

歯と口の健康週間（６月４日～10日）

に合わせて

「シン・禁煙＆歯と口の健康キャンペーン」を
実施。

鹿行保健医療圏の喫煙率は男女と
も茨城県より高い。

若者の喫煙率が高まっている。
工場別の喫煙率はワースト１位。

課題

今までアプローチの難しかった働
く世代の県民への健康増進に関す
る支援が可能になる。

従業員の健康管理支援に不足して
いるマンパワーや教材等を補うこ
とが可能になる。

連携による
メリット

地域（潮来保健所） 職域（花王株式会社鹿島工場）

事例３：茨城県潮来保健所



どのような場面ですか。

・喫煙後に話しかけられたとき。
・喫煙者が休憩から戻ってきたとき。
・喫煙所の近くを通るとき。
・喫煙者の服、エレベーター、車内からにおうとき。

アンケート調査結果
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ストレス解消 趣味・嗜好 周囲との付き合い
Q.１普段たばこを吸っていますか。

Q.2 （喫煙者へ）たばこを吸う最大の目的は何ですか。

Q.3 （非喫煙者へ）職場内でたばこのにおいを感じた
り、そのことで困ったりしたことがありますか。

「ある」

23%

「ない」

77%

・期間：令和6年5月31日～6月6日

・対象：花王株式会社鹿島工場 従業員

・回収：122名

・目的：たばこに関する認識やイベント内容への

理解度を図る。
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医療機関の受診

周囲からの支援

他のストレス解消法

自分自身のやる気

喫煙者

非喫煙者

Q.4 禁煙するために必要なことは何だと考えますか。
（複数回答可）

Q.5 イベントを通して、たばこが及ぼす健康影響
が分かりましたか。

「わかった」

84%

「どちらともいえない」

13%

「わからない」3%

【所感】
・イベント直後は一時的に理解が深まるものの、結果につなげるためには継続的な支援が必要。
・イベントに参加しようとしない無関心層へのアプローチが課題。
・職域に対して従業員の健康づくりに着手または、取組を一層強化するきっかけとなる働きかけが
求められる。
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前任期（R４.５）の協議会の振り返り

健診の受診率が低い
・住民に対して地域の現状を伝えること
で、健診への意識を高める。

・イベント等いろいろな場を利用して健診
を行っていく。

・アプリやシステムを共通で作成したり、
既存のものを活用するのも手。

・事業主へ健診の重要性を認識させること
が重要。

喫煙率が高い
・他の地域に比較して喫煙率が高いせい
か、脳血管疾患で亡くなる人が多い。
・小学校等での禁煙教育が必要。
・車社会というのもあって車内での喫煙が
高いのではないか。
・社内では全面禁煙を導入しても、出入り
業者等の禁煙は進める上で制約がある。

食塩摂取量が多い

・食塩摂取量が多いため、喫煙同様、脳血
管疾患で亡くなる人が多い。

糖尿病にかかる医療費の
割合が高い

・糖尿病合併症のなかでは糖尿病性腎症の
有病率が最も高い。
・医療機関が少なく、重症化予防の連携が
難しい。
・各市の歯科検診で歯周病と糖尿病の関連
性について説明している。



潮来保健所管内の喫煙状況
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男女とも心疾患・脳血管疾患の死亡率が全国と比較して有意に高い
→喫煙率の高さも影響していると考えられる

令和６年茨城県市町村別健康指標・令和４年国民健康・栄養調査

全国
24.8％
（2022）

茨城県
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健康増進法の一部を改正する法律（平成30年法律第78号）概要

望まない受動喫煙の防止を図るため、多数の者が利用する施設等の区分に応じ、

当該施設等の一定の場所を除き喫煙を禁止するとともに、当該施設等の管理に

ついて権原を有する者が講ずべき措置等について定めること。

第１ 「望まない受動喫煙」をなくす

第２ 受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者等に特に配慮

第３ 施設の類型・場所ごとに対策を実施

基本的考え方

改正の趣旨



喫煙可能な店で未成年が
働いていたり、飲食したりしている。

潮来保健所に寄せられるたばこに関する声

うちはきちんとルールを守っているのに、他の店は吸わせている。
きちんと守っている店が損するのはおかしい。

きちんと指導して欲しい。

他地域ではたばこを吸わせている店はこんなにない。
改正健康増進法が周知されていないのではないか。

他保健所管内住民より鹿行地域はたばこを吸う人が
多いのに、吸わせることができない

のは経営に影響がでる。

改正健康増進法についてなんとなくは
知っているが、細かいことは分からない。

改正健康増進法
の周知を図る

喫煙させる
飲食店が減る

たばこによる
健康影響の減少

受動喫煙の機会の減少

喫煙者の減少



今後のスケジュール（案）

専門部会 協議会

R6年度 顔の見える関係づくり
健康課題の共有・意見交換
リーフレット作成

専門部会活動報告
リーフレットへの意見聴取

R7年度 リーフレット配布・活用
R8年度に向けた取組の検討

リーフレットの活用状況報告

R8年度 具体的取組
次期具体的取組の検討

取組の実施結果報告・評価


